
４

派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事
業

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
者
に
係

る
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更

新
の
申
請
又
は
労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事
業

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事

項
が
当
該
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
又
は
労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書

類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
法
第
五
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
五
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２

学
校
（
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。）及
び
幼
稚
園
（
特

別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。）を
除
く
。）、
専
修
学
校
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
」
と
総
称
す
る
。）を
新

た
に
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
学
卒
者
」
と
い
う
。）を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
施
設

の
長
（
業
務
分
担
学
校
長
及
び
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
て
職
業
紹
介
事
業
を
行

う
者
に
限
る
。）に
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
様
式
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
（
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。）及
び
幼
稚
園
（
特

別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。）を
除
く
。）、
専
修
学
校
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
」
と
総
称
す
る
。）を
新

た
に
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
学
卒
者
」
と
い
う
。）を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
施
設

の
長
（
業
務
分
担
学
校
長
及
び
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
て
職
業
紹
介
事
業
を
行

う
者
に
限
る
。）に
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
（
以
下
「
人
材
開
発
統
括
官
」
と
い
う
。）が
定
め
る
様
式
に

よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

別
表
（
第
二
十
条
関
係
）

別
表
（
第
二
十
条
関
係
）

種
類

手
数
料
の
最
高
額

徴
収
方
法

種
類

手
数
料
の
最
高
額

徴
収
方
法

（
略
）

（
略
）

第
二
種
特
別
加
入
保
険
料

に
充
て
る
べ
き
手
数
料

支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
千
分
の
五
・
五
に

相
当
す
る
額

徴
収
の
基
礎
と
な
る
賃
金
が
支

払
わ
れ
た
日
以
降
求
人
者
か
ら

徴
収
す
る
。

第
二
種
特
別
加
入
保
険
料

に
充
て
る
べ
き
手
数
料

支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
千
分
の
六
・
五
に

相
当
す
る
額

徴
収
の
基
礎
と
な
る
賃
金
が
支

払
わ
れ
た
日
以
降
求
人
者
か
ら

徴
収
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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